
一東京外国語学校設立の経緯

外
務
省
語
学
所
の
設
置

東
京
外
国
語
学
校
の
設
立
に
は
、
二
つ
の
教
育
機
関
が
絡
ん
で
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
「
外
国
語
学
校
は
明
治
六
年
発
布
せ
ら
れ
た
る
学
制
の
規
定
に
拠
れ
る
も
の
に
し
て
、
価
ほ
開
成
学
校
の
一
部
た
り
。

六
年
五
月
外
務
省
設
く
る
所
の
独
、
魯
、
清
語
学
所
を
文
部
省
に
移
管
し
、
之
を
外
国
語
学
校
に
合
併
し
、
八
月
開
成
学
校
新
築
成
る
や
、

其
の
旧
校
舎
を
以
て
外
国
語
学
校
に
充
て
、
十
一
月
四
日
に
至
り
開
成
学
校
外
国
語
学
校
（
或
は
開
成
学
校
語
学
教
場
と
あ
り
）
と
い
ふ

名
称
を
改
め
て
外
国
語
学
校
と
為
せ
り
。
斯
く
て
外
国
語
学
校
は
開
成
学
校
よ
り
分
れ
独
立
の
一
校
と
な
れ
り
。
」
こ
の
一
節
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
本
学
の
前
身
で
あ
る
第
一
次
東
京
外
国
語
学
校
（
以
下
「
旧
外
語
」
と
略
記
）
は
、
開
成
学
校
の
予
科
と
も
い
う
べ
き
一
部

と
外
務
省
の
語
学
所
が
合
併
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
初
年
の
教
育
制
度
の
変
遷
に
よ
り
、
校
名
は
幾
度
も
変
わ
る
が
開
成
学

校
と
は
か
っ
て
の
開
成
所
が
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
復
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
南
校
、
一
八
七
二
年
第

一
大
学
区
第
一
番
中
学
と
改
名
さ
れ
、
七
三
年
に
再
び
開
成
学
校
と
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
七
一
年
七
月
に
文
部
省
が
設
置

さ
れ
、
ほ
ぼ
一
年
の
準
備
期
間
を
経
て
「
学
制
」
を
頒
布
、
教
育
の
中
央
集
権
化
を
は
か
る
べ
く
、
全
国
を
八
大
学
区
に
区
分
し
、
各
大

第
一
編
東
京
外
国
語
学
校
の
建
学
か
ら
独
立
ま
で
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